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<Summary>

1998 年の１年間に、オーストラリアではメディアや社会一般において職場の安全性に関す

るいくつかの事件が広く注目された。これらのうちの一つは、ダイオキシンによる未知な

汚染が原因であることが明らかになった。AUVA は、その原因究明のため多数のサンプル

の測定を行い、調査時の大気の TE 値がドイツで定められている許容値の 50pg/m3 以下で

あることを確認した。また、職場での病気である確証を得るためには、異性体のパターン

の解析結果が十分な証拠となることが決定的となった。
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